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 3 か月ぶりにこんにちは。2年目の三上です。7月下旬まで肌寒いなと感じていましたが、

8 月は例年通り暑く、9 月に入っても厳しい残暑が続く夏となりました。今までは毎年何か

しらのお祭りに参加していましたが、祭りがないので、なんだか夏が終わった感じがありま

せん。 

 

 さて、コロナウイルス第 2波の影響で、年内の 2年次の沖縄への地域研修がなくなってし

まい、わたしも 9月に 1か月旅立つ予定でしたが、むつに残ることになりました。人生初沖

縄！とはいきませんでした…。コロナが落ち着いたらぜひとも行きたいです…。 

 そして、今年度から研修プログラムに大間病院での 2週間の研修が加わりました。2週間

という短い期間ではありましたが、院長先生をはじめ、病院スタッフや施設スタッフ、町民

の皆さんに暖かく迎えていただき、とても充実した研修を送ることができました。県内の他

病院で研修中の大学時代の愉快な同期とも再会でき、プチ同窓会もすることができました。

大間病院では当院と比較して設備が限られており、当直でも医師がレントゲン撮影や血液検

査を行っていました。改めてむつ病院でのメディカルスタッフの皆さんの支えがあってこそ

毎日働けるのだなと痛感いたしました。いつもありがとうございます。 

 そんな大間での写真を載せたいと思います。最終日に見た大間の夕焼けです。 
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